
２
０
２
２
年
春
闘
は
、
コ
ロ

ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
賃
金
大
幅
引

き
上
げ
・
底
上
げ
を
、
コ
ロ
ナ

便
乗
リ
ス
ト
ラ
を
許
さ
ず
雇
用

の
確
保
を
、
い
の
ち
が
守
ら
れ

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
医
療
・
社

会
保
障
・
公
共
体
制
の
拡
充
を
、

な
ど
の
切
実
な
要
求
を
掲
げ
て

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

２
０
年
間
、
労
働
者
の
賃
金
は

抑
え
込
ま
れ
、
内
部
留
保
は
、
７

０
３
兆
円
（
２
０
２
０
年
度
末
）

に
達
し
て
い
ま
す
。

こ
の
内
部
留
保
の
ご
く
一
部
・

数
％
を
賃
金
に
還
元
す
れ
ば
、
数

万
円
の
大
幅
賃
上
げ
は
可
能
で
す
。

電
機
・
情
報
ユ
ニ
オ
ン
は
、

「
誰
で
も
月
額
２
万
５
０
０
０
円

以
上
、
時
間
額
１
５
０
円
以
上
の

賃
上
げ
」
の
獲
得
を
２
２
年
春
闘

の
基
本
要
求
と
し
て
呼
び
か
け
ま

す
。生

活
向
上
を
は
か
る
春
闘
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
「
こ
の
と
こ
ろ
、

給
料
が
減
り
続
け
、
生
活
で
き
な

い
」
「
８
０
０
０
円
も
減
額
に
な
っ

た
」
な
ど
、
給
料
減
額
へ
の
怒
り

の
声
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
賃
下
げ
要
求
は
止
め
よ
う
」

「
誰
も
が
賃
上
げ
す
る
春
闘
に
し

て
い
こ
う
」
の
声
を
高
め
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

電
機
・
情
報
ユ
ニ
オ
ン
は
、

「
電
機
で
働
く
非
正
規
雇
用
労
働

者
を
は
じ
め
す
べ
て
の
労
働
者
が
、

産
業
別
最
低
賃
金
と
し
て
、
い
ま

す
ぐ
時
給
１
０
０
０
円
以
上
、
１

５
０
０
円
を
め
ざ
す
こ
と
」
を
要

求
し
ま
す
。

ま
た
、
全
国
一
律
最
低
賃
金
制

度
の
確
立
、
最
低
時
給
１
５
０
０

円
を
め
ざ
し
ま
す
。

電
機
大
手
が
こ
の
１
０
年
間
で

６
４
万
人
を
超
え
る
正
社
員
の
リ

ス
ト
ラ
を
強
行
す
る
も
と
で
、
日

立
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
、
東
芝
な
ど
の
リ
ス

ト
ラ
に
対
抗
す
る
対
策
会
議
が
各

地
で
結
成
さ
れ
る
な
ど
、
雇
用
を

守
る
運
動
が
前
進
し
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｅ
Ｃ
が
２
０
１
８
年
に
強
行

し
た
３
０
０
０
人
黒
字
リ
ス
ト
ラ

で
、
不
当
解
雇
さ
れ
た
Ｎ
Ｅ
Ｃ
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
の

伊
草
さ
ん
（
３
０
才
）
は
、
た
た

か
う
仲
間
の
支
援
を
受
け
て
、
昨

年
１
２
月
に
「
解
雇
無
効
。
社
員

と
し
て
の
地
位
確
認
」
の
勝
利
判

決
（
横
浜
地
裁
）
、
会
社
の
控
訴

断
念
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

電
機
産
業
の
大
リ
ス
ト
ラ
、
コ

ロ
ナ
便
乗
リ
ス
ト
ラ
か
ら
、
雇
用

と
地
域
経
済
を
守
る
春
闘
に
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

賃
金
が
あ
が
ら
ず
長
期
不
況
の

日
本
経
済
は
、
悪
魔
の
循
環
（
賃

金
抑
制
↓
国
内

需
要
減
↓
国
内

生
産
減
↓
付
加

価
値
減
↓
国
内

需
要
減
↓
国
内

生
産
減
）
に
陥
っ

て
お
り
、
大
幅

賃
上
げ
に
よ
る

好
循
環
（
大
幅

賃
上
げ
↓
国
内

需
要
増
↓
国
内

生
産
増
↓
付
加

価
値
増
↓
国
内

需
要
増
↓
国
内

生
産
増
）
へ
の

転
換
を
は
か
り
、

日
本
経
済
を
再

生
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

悪
魔
の
循
環

か
ら
好
循
環
に
、

日
本
経
済
を
再

生
さ
せ
る
２
２

年
春
闘
に
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

一人でも入れる 困ったら

賃
金
を
引
き
下
げ
る

マ
イ
ナ
ス
要
求
は
な
く
そ
う

雇
用
と
地
域
経
済
を

守
る
春
闘
に

７
０
３
兆
円
の
内
部
留
保

還
元
さ
せ
大
幅
賃
上
げ
を

悪
魔
の
循
環
か
ら
好
循
環
に

経
済
再
生
の
春
闘
に

産
業
別
最
低
賃
金
は

時
給
１
５
０
０
円
に

日
本
の
平
均
賃
金
（
年
間
）

は
約
４
２
３
万
円
で
、
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ
加
盟
３
５
ヶ
国
中
の
２

２
位
ま
で
順
位
が
下
が
り
ま

し
た
。
１
９
位
の
韓
国
よ
り

も
低
位
に
あ
り
ま
す
。
（
左

図
参
照
）

米
国
と
の
比
較
で
は
半
分

強
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
平
均
以
下

で
、
し
か
も
韓
国
よ
り
約
３

８
万
円
も
低
い
の
で
す
。
日

本
の
ト
ッ
プ
企
業
で
あ
る
ト

ヨ
タ
よ
り
も
韓
国
の
現
代

（
ヒ
ュ
ン
ダ
イ
）
自
動
車
の

方
が
高
い
の
で
す
。

こ
の
３
０
年
間
で
韓
国
は

９
０
％
の
賃
上
げ
を
行
な
っ

て
い
る
の
に
、
日
本
は
わ
ず

か
４
％
に
留
ま
り
、
し
か
も

実
質
賃
金
は
マ
イ
ナ
ス
に
転

落
し
て
い
る
の
で
す
。

こ
れ
が
国
民
の
消
費
購
買

力
の
減
少
と
な
り
、
日
本
経

済
の
衰
退
を
招
い
て
い
る
の

で
す
。
一
方
で
、
大
企
業
は

大
儲
け
を
続
け
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
も
内
部
留
保
は
、

前
年
よ
り
７
兆
円
も
増
え
て

４
６
６
兆
円
に
な
っ
て
い
ま

す
。
大
企
業
の
溜
め
込
む
内

部
留
保
は
、
日
本
経
済
発
展

の
障
害
に
な
っ
て
い
ま
す
。

膨
大
な
利
益
を
上
げ
な
が

ら
、
労
働
者
の
賃
金
に
も
設

備
投
資
に
も
回
さ
ず
、
も
っ

ぱ
ら
財
テ
ク
へ
投
資
し
て
い

る
か
ら
で
す
。
内
部
留
保
の

ほ
ん
の
一
部
を
取
り
崩
す
だ

け
で
大
幅
賃
上
げ
は
可
能
で

す
。政

府
は
、
企
画
業
務
型
裁

量
労
働
制
の
対
象
業
務
を
拡

大
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

営
業
部
門
や
本
社
以
外
の
企

画
・
管
理
業
務
に
も
広
げ
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
テ
レ
ワ
ー
ク
に
お

け
る
「
事
業
所
以
外
み
な
し

労
働
時
間
制
」
の
導
入
や
、

所
定
労
働
日
削
減
と
セ
ッ
ト

の
１
日
の
労
働
時
間
延
長
な

ど
、
労
働
時
間
の
柔
軟
化
を

進
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

長
時
間
不
払
い
労
働
に
つ

な
が
る
「
裁
量
労
働
制
」
や

「
み
な
し
労
働
時
間
制
」
の

拡
大
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

テ
レ
ワ
ー
ク
で
は
、
①
時

間
管
理
が
難
し
い
②
仕
事
の

進
捗
管
理
が
難
し
い
な
ど
を

理
由
に
、
仕
事
の
成
果
で
評

価
す
る
「
ジ
ョ
ブ
型
」
雇
用

を
導
入
し
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
実
現
で
き
な

か
っ
た
成
果
主
義
的
な
働
き

方
を
、
コ
ロ
ナ
禍
に
乗
じ
て

一
気
に
進
め
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

ま
た
、
職
務
が
固
定
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
業
務
転
換
や

組
織
の
変
更
な
ど
で
ジ
ョ
ブ

が
な
く
な
れ
ば
解
雇
さ
れ
る

危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

賃
金
停
滞
が
続
く

異
常
な
日
本

労
働
法
制
の

改
悪
を
許
す
な

危
険
な
「
ジ
ョ
ブ
型
」

雇
用
の
導
入
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◆早期退職で再就職支援すると言っておいて、全くなし。派

遣で仕事しています。50代で金が少なく大変困っています。

鬱です。助けて下さい。自殺ばかり考えています。 (日立，

男性 )

◆ 硬直的な人事制度・評価制度の見直し・全体的な年収レ

ベルの向上・一時金の大幅格差の見直しに向けて、積極的な

交渉活動を期待します。 (シャープ，男性 )

◆私はパワハラを受け休職しました。医師の診断書も提出し

ましたが、会社側はパワハラを認めず、最終的には私が減給

処分を受けました。本当にひどい会社だと思います。 (三菱

電機，男性 )

◆大卒4年目で給料は月額23万で、手取りだと17万や18万

になる。ここから家賃、光熱費など生活費を引くと貯金や遊

びなどのお金は無い。今を生きることで精一杯である。大幅

な賃上げをすることを強く望む。 (ＮＥＣ，男性 )

◆同僚間の技術的な会話が重要であるという雰囲気が欲しい。

勤めている人が積極的にスキルを上げたり、前向きな気持ち

になるよう、昇給は必要と思う。 (ルネサス，女性 )

◆転籍して給料が1割ダウンだったが、12月の一時金も1割

ダウンした。 (沖電気，女性 )

電機懇と電機・情報ユニオンが協同して取り組んでいる２２春闘要求アンケー

トに、全国の職場から協力を頂きありがとうございます。

１月初旬までに寄せられたアンケートの中間集計２１０枚（昨年２２６枚）の

結果から、特徴のある項目を抜粋し報告します。

なお、アンケートの回答結果詳細については、電機懇のホームページへの掲載

を予定しておりますので、そちらをご覧ください。また、アンケートは３月末ま

で継続して実施しております。未回答の方は、ご協力をお願いいたします。


